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事
業
化
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

３   

大
学
保
有
特
許
の
無
償
開
放

地
域
企
業
が
大
学
特
許
に
気
軽
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
と

し
て
、
平
成
28
年
10
月
よ
り
、
徳
島
大

学
が
維
持
す
る
未
利
用
特
許
を
、
１
年

以
内
の
期
間
を
設
け
て
企
業
に
無
償

り
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

２   

地
銀
と
の
連
携
に
よ
る

      

地
域
企
業
の
支
援

徳
島
大
学
に
お
け
る
地
域
産
官
学

連
携
活
動
と
し
て
、
ま
ず
は
阿
波
銀
行

と
の
連
携
協
力
協
定
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
徳
島
大
学
の
保
有
す
る
研
究
技
術

１  

徳
島
大
学
の
地
域
産
官
学

     

連
携
組
織

大
学
発
の
技
術
を
社
会
に
還
元
し
、

地
域
に
新
た
な
産
業
を
創
出
す
る
こ

と
は
、
少
子
高
齢
化
と
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
が
進
行
し
て
い
る
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
徳
島
大
学
の
組
織
の
一
つ
と
し
て

「
研
究
支
援
・
産
官
学
連
携
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
組
織
は
、
大
学
発

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
よ
り
、
雇

用
創
出
や
域
内
総
生
産
の
増
加
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
を
目
標
と
し
て
、
平

成
27
年
度
に
新
た
に
で
き
た
組
織
で

す
。
具
体
的
活
動
と
し
て
、
社
会
人
の

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
の
地
域
企

業
の
中
堅
技
術
者
の
人
材
育
成
活
動

や
、
技
術
移
転
機
関
で
あ
る
四
国
Ｔ

Ｌ
Ｏ
と
連
携
し
た
地
域
に
密
着
し
た

産
官
学
連
携
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
、
地
域
の
金
融
機
関
と
の
連
携

や
特
許
の
無
償
開
放
で
あ
り
、
そ
の
結

果
、
地
域
に
お
け
る
特
許
権
等
実
施
料

の
大
幅
増
な
ど
の
成
果
が
出
つ
つ
あ

や
情
報
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
活
用
し
て

産
学
連
携
を
金
融
機
関
が
支
援
し
地

域
の
発
展
や
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
課
題
解

決
型
産
学
連
携
手
法
に
よ
り
、
阿
波
銀

行
の
取
引
先
の
地
域
企
業
に
両
者
で

訪
問
、
課
題
を
抽
出
し
、
大
学
の
研
究

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
研
究
資
金
の

獲
得
、
事
業
計
画
策
定
な
ど
を
通
じ
て

で
開
放
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

制
度
開
始
後
、
多
く
の
問
い
合
わ
せ
を

頂
き
、
２
件
の
特
許
に
つ
い
て
地
域
企

業
へ
の
無
償
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す

（
図
１
）。

４   

地
域
産
官
学
連
携
の

      

着
実
な
成
果

こ
う
し
た
地
道
な
産
官
学
連
携
活

動
の
結
果
と
し
て
、
例
え
ば
、
特
許
権

実
施
等
収
入
は
、
徳
島
大
学
が
地
域
産

学
連
携
を
積
極
的
に
展
開
す
る
よ
う

に
な
っ
た
平
成
26
年
度
か
ら
大
き
く

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
施
料
収

入
の
徳
島
県
企
業
の
割
合
も
、
平
成
25

年
度
ま
で
は
10
％
以
下
で
し
た
が
、
平

成
26
年
度
以
降
は
顕
著
に
増
加
し
て

お
り
、
着
実
に
地
域
産
学
連
携
の
成
果

が
出
て
い
ま
す
（
図
２
）。
な
お
、
平
成

28
年
度
は
県
内
企
業
の
割
合
が
前
年

度
と
比
較
し
て
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
県
外
企
業
に
対
す
る
大
型
の

実
施
許
諾
契
約
が
あ
っ
た
た
め
で
、
こ

の
案
件
を
除
く
と
、
平
成
27
年
度
と
同

程
度
の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
成
果
を
維
持
す
る
だ

け
で
な
く
、
更
な
る
拡
大
を
図
り
、
徳

島
大
学
の
研
究
の
活
性
化
と
地
域
社

会
へ
の
還
元
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

副
理
事
（
産
官
学
連
携
担
当
）

研
究
支
援
・
産
官
学
連
携
セ
ン
タ
ー
教
授
・
セ
ン
タ
ー
長

織
田 

聡
（
お
り
た 

さ
と
し
）

地域貢献

徳
島
大
学
の

地
域
産
官
学
連
携
活
動

（図1）　地域産官学連携活動の具体例

（図2）　徳島大学の実施料等収入の推移
平成23年度から平成28年度までの実施料等収入の推移を棒グラフで示しています。
また、実施料収入の徳島県内企業の割合を表で示しています。

れ
て
い
る
人
形
遣
い
、
木
偶
舎
の
勘

緑
氏
を
お
招
き
し
て
人
形
拵
（
こ
し
ら
）

え
を
行
い
、
完
成
し
た
人
形
を
「
主
遣

い
、
左
手
遣
い
、
足
遣
い
」
の
三
人
一

組
で
実
際
に
操
り
ま
し
た
。

講
座
が
進
む
ご
と
に
参
加
者
は
、
先

端
技
術
へ
の
関
心
と
共
に
人
形
浄
瑠
璃

の
伝
統
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
見
せ
、

そ
の
中
で
、
新
し
い
伝
統
づ
く
り
に
挑

戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

8
月
11
日・
12
日

第
17
回
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
で
ベ
ス
ト
テ
レ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

賞
を
受
賞

神
戸
サ
ン
ボ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
第
17
回
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
競
技
会
本
選
で
、
徳
島
大
学
創

新
教
育
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る
ロ
ボ
コ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
チ
ー
ム
と
く
ふ
ぁ
い
！
」

が
優
れ
た
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
贈
ら
れ
る

動
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

4
大
学
は
、
大
学
の
教
育
・
研
究
活

動
と
し
て
、
大
学
生
が
地
域
の
資
源
を

調
査
し
、
地
域
振
興
や
観
光
振
興
の
素

材
と
し
て
付
加
価
値
を
高
め
、
J
R
四

国
は
、
そ
の
活
動
成
果
を
旅
行
商
品
と

し
て
実
市
場
に
展
開
し
ま
す
。
そ
の
結

果
に
つ
い
て
大
学
が
検
証
を
行
い
、
得

ら
れ
た
成
果
を
今
後
の
旅
行
商
品
に
反

映
す
る
と
と
も
に
、
地
域
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

を
回
す
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
地

域
振
興
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
J
R

四
国
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
大
学
講

義
へ
の
社
員
派
遣
を
行
う
こ
と
で
人
材

育
成
に
も
協
力
し
、
学
生
は
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
授

業
や
卒
業
論
文
に
も
繋
げ
て
い
く
予
定

で
す
。

10
月
8
日

明
治
大
学
及
び
徳
島
県
と
連
携
講
座
を

開
催東

京
都
の
明
治
大
学
の
駿
河
台
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
明
治
大
学
及
び
徳

島
県
と
と
も
に
、
地
域
貢
献
と
人
材
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締

結
し
た
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く
事
業

の
一
環
と
し
て
、『
板
東
俘
虜
収
容
所

と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」
―
日

本
初
演
百
年
の
国
際
交
流
―
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

徳
島
大
学
教
養
教
育
院
南
川
慶
二
教

授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
下
、
3
件
の

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

加
え
、
弦
楽
合
奏
と
聴
講
者
参
加
に
よ

る
合
唱
を
取
り
入
れ
た
多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
3
5
0
人
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
熱
心
に
講
演
、
演
奏
に
聴
き
入

り
、
合
唱
で
は
、
大
声
で
ド
イ
ツ
語
に

よ
る
「
第
九
」
を
歌
い
、
ま
た
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

の
時
間
の
最

後
に
は
、
活

発
に
質
問
す

る
な
ど
、
大

盛
会
の
う
ち

に
終
え
ま
し

た
。

8
月
6
日
～
9
日
、28
日・
29
日・
30
日

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
﹃
伝
統
を
メ
イ

ク
﹄
﹁
伝
統
に
チ
ャ
レ
ン
ジ-

中
高
生
が

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
つ
く
る
阿
波
人
形

浄
瑠
璃
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ-

﹂
を
開
催

徳
島
県
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
阿
波

人
形
浄
瑠
璃
」
の
保
存
と
継
承
、
そ
し

て
新
し
い
価
値
の
創
造
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
、
徳
島
大
学
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
「
伝
統
を
メ
イ
ク
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
第
2
弾
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
徳
島
に
広
く
伝
わ
る
、「
傾
城

阿
波
の
鳴
門
」
に
登
場
す
る
、「
お
鶴
」

を
作
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
あ
わ
っ
子

文
化
大
使
の
中
学
生
を
含
む
、
徳
島
県

下
の
中
高
生
を
中
心
に
、
36
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
の
学

習
、
人
形
浄
瑠
璃
の
鑑
賞
、
人
形
師
に

よ
る
木
彫
り
の
見
学
か
ら
始
ま
り
、
頭
、

手
足
づ
く
り
、
着
物
づ
く
り
、
資
生
堂

の
ト
ッ
プ
ヘ
ア
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
、
計
良
宏
文
氏
を
招

い
て
の
頭
の
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
へ
と
進
み
、

メ
イ
ク
を
施
し
た
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

が
発
揮
さ
れ
た
頭
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
最
終
日
に
は
、
国
内
外
で
活
躍
さ

ベ
ス
ト
テ
レ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

※
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
と
は

阪
神
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
す
る
た
め
、
2
0
0
0 

年
か
ら
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
。
競
技
内
容
は
実
際
の
災
害
現
場
の

1
／
6
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
用
い
て
ダ
ミ
ヤ

ン
と
呼
ば
れ
る
人
型
の
人
形
を
自
分
た

ち
の
製
作
し
た
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト
で
救

助
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド

に
は
様
々
な
障
害
物
が
設
置
し
て
あ
り
、

こ
れ
を
安

全
か
つ
迅

速
に
ク
リ

ア
で
き
る

か
が
救
助

の
鍵
と
な

り
ま
す
。

9
月
11
日

四
国
4
国
立
大
学
と
四
国
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
（
J
R
四
国
）
と
の
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定

四
国
の
4
国
立
大
学
（
徳
島
大
学
、
香

川
大
学
、
愛
媛
大
学
、
高
知
大
学
）
と
J
R

四
国
は
、
地
域
振
興
・
観
光
振
興
及
び

人
材
育
成
と
い
う
2
軸
を
中
心
に
、
両

者
の
有
す
る
様
々
な
資
源
を
有
効
活
用

し
、
四
国
の
地
域
活
性
化
に
資
す
る
活


